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社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
の
空
調
設
備
改
修

工
事
に
伴
い
利
用
を
中
止
す
る
期
間
と
施

設
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
Ί
ご
理
解
の
ほ
ど

お
願
い
し
ま
す
Ί

　　　　　▼
問
合
せ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
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◎
緑
化
木
配
布
コ
ー
ナ
ー

　
緑
化
は
Ὶ
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
と

と
も
に
地
球
温
暖
化
要
因
の
一
つ
の
二

酸
化
炭
素
削
減
に
有
効
で
す
Ί

　
今
年
は
午
後
一
時
か
ら
先
着
四
百
名

の
方
に
‌
イ
チ
ジ
ク
‍
の
苗
木
を
配
布

い
た
し
ま
す
Ί
配
布
は
一
人
一
本
に
限

り
ま
す
の
で
Ὶ
お
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課
土
木
・
農
政
係
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町税の前納報奨金制度の変更
　これまで、個人町民税・固定資産税を普通徴収で納
付される方で、第一期の納期限までに全額納付してい
ただいた方に前納報奨金を交付してきました。税負担
の公平性を図るため、平成30年度から個人町民税の前
納報奨金を廃止し、固定資産税の前納報奨金の交付限
度額と交付率を引き下げます。制度変更へのご理解と、
引き続きの納期内納付へのご協力をお願いいたします。
　変更理由
　個人町民税　給与等から天引きされる特別徴収の方
には適用がなく、全期分を一括納付できる普通徴収の
方に限られます。納税者間の公平性を図るため廃止し
ます。なお、全期前納は引き続きご利用が可能です。
　固定資産税　一括で全額を納付できる資力のない方
は、この制度を利用することができません。納税者間
の公平性の向上を図るため、交付限度額と交付率を引
き下げます。
　変更内容

　開始時期　平成30年４月
　問合せ　税務課収納係　Ԡ28・0926

▼
▼

▼
▼

▽
▽

利用中止期間 利用中止施設

11月8日（水）まで

11月１日（水）
〜12月17日（日）

11月13日（月）
〜11月30日（木）

11月24日（金）
〜12月21日（木）

１階　選手審判控室
２階　研修室１、研修室２
３階　料理教室、和室、茶室

１階　幼児遊戯室
２階　郷土資料室

11月１日（水）
〜12月21日（木）

３階　視聴覚室、実習室１

１階　図書室
　　　図書室特別整理期間
　　　（12月１日（金）〜
　　　　　12月11日（月））

２階　ホール、ホール控室
　　　１、２、３

税　　目 変　更　前 変　更　後

個人町民税
交　付　率　  　0.5％
交付限度額　50,000円

交　付　率　  　0.5％
交付限度額　50,000円

交　付　率　  　0.3％
交付限度額　30,000円

制　　度　　廃　　止

固定資産税

　
環
境
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全
や
ご
み
減
量
に
つ
い
て
Ὶ
家

族
で
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

環
境
フ
炻
ス
テ
鍈
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
Ί

文
化
展
Ὶ
商
工
会
朝
市
と
同
時
開
催
で
す

▼
と
き
　
十
一
月
十
一
日
 
土
 
午
前
九
時

三
十
分
Ό
午
後
二
時
▼
と
こ
ろ
　
ス
カ
イ

プ
ῴ
ル
駐
車
場

▼
主
な
イ
ベ
ン
ト

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
家
庭
で
い
ら
な
く
な
ℕ
た
物
や
使
ℕ
て

い
な
い
も
の
を
リ
ユ
ῴ
ス
し
ま
す
Ί

◎
環
境
を
考
え
る
コ
ー
ナ
ー

　
環
境
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
Ί

環
境
保
全
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
Ί

◎
ご
み
収
集
・
リ
サ
イ
ク
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コ
ー
ナ
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ご
み
収
集
車
を
展
示
し
ま
す
Ί
ご
み
収

集
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
分
別
を
体
験
で
き
ま
す
Ί

◎
浄
化
槽
維
持
管
理
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
の
必
要
性
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
Ί

◎
お
も
ち
ゃ
病
院
出
張
診
療

　
壊
れ
た
お
も
ち
ℵ
を
な
お
し
ま
す
Ί
簡

単
な
修
理
は
そ
の
場
で
行
い
ま
す
Ί
た
だ

し
修
理
に
時
間
が
必
要
な
場
合
は
入
院
に

な
り
ま
す
Ί

◎
鴨
田
エ
コ
パ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

　
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
Ὶ
事
業
所
か
ら
出

る
生
ご
み
を
処
理
し
て
再
利
用
す
る
施
設

の
紹
介
を
行
い
ま
す
Ί
施
設
で
生
産
さ
れ

た
堆
肥
サ
ン
プ
ル
を
配
布
し
ま
す
Ί
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で
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き
る
節
電
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ῴ
方
法
を
紹
介
し
ま
す
Ί

　　
ま
た
Ὶ
東
京
二
○
二
○
組
織
委
員
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主

催
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る
‎
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つ
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ル
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収
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ク
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携
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町
文
化
展
・
芸
能
発
表
会
を
町
社
会
教

育
セ
ン
タ
ῴ
で
開
催
し
ま
す
Ί
町
文
化
展

に
は
文
化
協
会
所
属
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
Ὶ

町
内
の
各
種
サ
ῴ
ク
ル
や
団
体
Ὶ
個
人
な

ど
多
数
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
Ί
芸
能
発

表
会
で
は
Ὶ
芸
能
ク
ラ
ブ
会
員
の
日
頃
の

練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
Ί

　
十
一
日(

土)
に
は
Ὶ親
子
読
書
会
Ὶ陶
芸
ク

ラ
ブ
の
チ
夋
リ
テ
鍈
ῴ
バ
ザ
ῴ
Ὶ豊
山
中
学
校
Ὶ

豊
山
小
学
校
Ὶ
新
栄
小
学
校
Ὶ
豊
山
保
育
園
Ὶ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
発
表
な
ど
も
あ
り
ま
す
Ί

︻
町
文
化
展
︼
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一
月
十
一
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午
前
九
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Ό
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後
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十
一
月
十
二
日
 
日
 

午
前
九
時
Ό
午
後
四
時
▼
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な
展
示
　
書
道･

絵
画･

写
真･

手
芸･

陶
芸･

俳
句･

短
歌･

生

け
花･

盆
栽
な
ど
▼
呈
茶
席
　
一
席
百
円(

各

席
先
着
二
百
名)

　
十
一
日 
土
   

午
前
・
午

後
　
十
二
日 
日
   

午
前
の
み

︻
芸
能
発
表
会
︼

▼
と
き
　
十
一
月
十
二
日
 
日
 
午
前
十

一
時
四
十
五
分
Ό
午
後
三
時
三
十
分
▼
演

目
　
和
太
鼓･

舞
踊･

民
謡･

神
楽･

木
遣
な

ど▼
問
合
せ
　
豊
山
町
文
化
協
会
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